小学生向け　第３回
ルールってなんだろう？

	段階
	主な発問・学習活動
児童から予想される発言
	指導上の留意点


	導入
【5分】
	○みなさんの身の回りにあるルールでなんか変だなと思うルールはありますか。
○おかしなルールには従いますか。
・従う。
・従わない。
・裁判所へ訴える。
・一応従うが改正する。
	○自由に回答させる。
○利用可能な変なルールの例があれば、最後のまとめのときに使うよう覚えておく。

	展開(1)
【15分】
	○ルールが正しいものかどうかワークシートに従って判断してみましょう。
例題
1 給食時間中に大声で話す生徒がいるので、先生は「行儀よくしなければなりません」というルールを作りました。
・意外と肯定的な意見がでるかもしれない。
2 生徒たちが健康になるように先生が「１日100キロのマラソンをしなさい」というルールを作りました。
・ほとんどの人は無理
3 虫歯の子が増えたので先生が「虫歯にならないようマスクをしなさい」というルールを作りました。
・関係ない
	〇ワークシートを配る。
○ルールが正しいものかどうかは内容の他に作られ方も問題になるが、ここでは先生が作ったということで作られ方に問題はない。
○ルールには作られた目的があり、ルールが正しいかどうかを判断するには、まず目的と内容を正確に理解することが前提である。
1 行儀よくするというのはどういう意味か考えさえ、みんなが同じように理解できるものでなければならないと説明する。
2 みんなが守れるルールでなければならない。
3 目的を達成できない内容ではいけない。

	展開(2)
【15分】
	○ルールのない町を読んでみましょう。
○お菓子を食べてはいけないというルールについてどう思いますか。
・お菓子が食べられないのはおかしい。
○ワークシートに従って判断していきましょう。
○お菓子を作ったり売ったりしてはいけないというルールはどうやって作られたのでしょうか。
・町議会で決まった。
○ルールの作り方に問題はなかったでしょうか。
・代表者が決めたのだから問題ない。
・リエたちが知らない間に決まったのはおかしい。
○目的はなんですか。
虫歯をふせぐ。
○その目的は正しいですか。
・正しい。
○ルールの内容はなんですか。
・お菓子を作ったり売ったりしてはいけない。
○誰にでも理解できますか、平等ですか。
・理解できるし、平等は平等。
○この内容で目的を果たせますか。
・お菓子を食べなくても虫歯になる人はなる。
・お菓子を食べなければ虫歯になる率は低くなるかもしれない。
○このルールは必要ですか。
・お菓子を作ったり売ったりする人が困る。
・お菓子を食べる自由がある。
・お菓子を食べても歯磨きをすれば虫歯にはならない。
	〇ルールのない町のプリントを配る。
○児童に読ませてもよい。
○代表者が作ったもので基本的には問題はないはずだが、リエたちが知らない間にできた点に気づかせる。
○内容とセットにして正しくないと答える可能性もあるので、その場合は、目的だけを考えてもらう。
○目的を達成できない内容かどうかは微妙なところがあることを気づかせる。

	まとめ
【5分】
	○自分たちの周りにあるルールで変だなと思っているルールがあれば、今日のワークシートに従って本当に必要かどうか考えてみよう。
○必要がないルールであれば廃止ししたり、改正したりしよう。
	〇冒頭の質問で使えるルールがあればあてはめてみる。


授業の目標





１．ルールが正しいかどうかを評価する知的ツールを理解する。


２．おかしなルールがあれば、無視するのではなく、正しいルールに変更しようとする意欲・態度を身につける。
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